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要  旨 埼玉県熊谷市の上越新幹線高架下スリットで越冬しているヤマコウモリについて，2011 年秋か

ら2015年春までの４越冬期間に調査を行い，越冬地での集散状況についての知見を得た．調査地には南北両

側に幅の異なる 2 種類のスリットが存在していた．南側の幅広スリットには 9 月上旬から集合が始まり，10
月中下旬に1越冬期間の最大個体数（117頭から177頭）になった．11月からは個体数が減少したが，3月か

ら4月下旬にかけて再び個体数が増加した．5月上旬から離散が始まり，6月上旬には越冬地からいなくなっ

た．幅の狭いスリットでは南側のスリットを利用する個体よりも北側のスリットを利用する個体が多かった．

9月に集合した個体は交尾に係わっている可能性が考えられた．調査地全体の最大個体数は230頭であった．  
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はじめに 

 

ヤマコウモリNyctalus aviatorは東中国，韓国，日本に分布

する（Fukui，2015a）．国内では北海道，本州，四国，九州，

沖縄本島で確認されている（Fukui，2015a；丸山，1992；金城・

前田，1999）．沖縄では年間を通じての確認がされていないこ

とから長距離移動をしていると考えられている（金城・前田，

1999）．本種の長距離移動については北海道から青森県への移

動例と，栃木県日光市から埼玉県鴻巣市への移動例の報告が

あり，いずれも夏季の活動地から越冬地への季節移動とされ

る（福井，2011；佐藤ほか，2013）． 

筆者らは埼玉県内の新幹線高架をねぐらにしているヤマコ

ウモリについて 2011 年から 2015 年に 4 越冬期の調査を行な

い，越冬地への集散時期や越冬期間中の個体数の変化につい

て知見を得たので報告する． 

 

調査地および方法  

 

 調査は上越新幹線の高架等の隙間（以下，スリット）を

日中のねぐらとして利用しているヤマコウモリを対象に行っ

た（図1，2）．調査地は埼玉県熊谷市小島にある上越新幹線高

架の約300 mの範囲（36.152379N, 139.344847Eから36.152633N, 

139.341604E, 標高40 m）とした．周辺は水田や駐車場，公園

に囲まれた開放的な場所で，一部は公園内の広葉樹林に接し

図1．調査地の模式平面と調査スリットの位置． 
（Sn：幅の狭い北側スリット，Ss：幅の狭い南側スリット，Ln：幅の広い北側スリット，Ls：幅の広い南側スリット，数字はスリットの番号） 
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ていた（図1）． 

ヤマコウモリが調査地で見られる9月から翌年6月を1越

冬期とし，2011年9月から2015年6月までの4越冬期の調査

を行った．調査はおよそ10日間隔で計185回行った（表1）． 

調査範囲には高架本体に存在する幅が狭くて南北方向に開

いているスリット30 ヶ所（Sn1 から16 およびSs1 から14），

および保線管理用斜路上端の平面部と高架の接合部に存在す

る幅の広いスリット2か所（LnとLs）の計32か所あった（図

1）． 

SnおよびSsのスリット幅は概ね1.5~2.0 ㎝程度で，深さと

長さは計測不能であった．LnとLsの幅は3.5 ㎝，深さ約60 ㎝，

長さは8.2 mであった． 

個体数の計測はスリット直下から200 から300㎜の望遠レ

ンズをつけたデジタルカメラ（E-5，OLYMPUS 社製；D700, 

NIKON社製）で撮影し，21.5インチのモニターで種と個体数

を確認し，スリット毎に記録した．国内におけるヤマコウモ

リの類似種は，本種より小型で確認記録が少ない同属のコヤ

マコウモリNyctalus furvusがあげられる（Fukui, 2015b）．正確

な種同定には捕獲調査が必要になるが，越冬動態に影響を及

ぼすことを考慮して捕獲は見送った．佐藤ほか（2013）の先

行研究によると，本調査地ではコヤマコウモリは見つかって

いない．今回の調査ではこの 2 種を識別せずに，すべてヤマ

コウモリとして扱った．本報告における種の和名と学名は

Ohdachi et.al（2015）に従った．本調査に用いた気象データは

熊谷地方気象台のホームページ（http://www. jma-net.go.jp/ 

kumagaya/）より入手した．  

 

結  果  

 

（１）調査地での集散動態 

2011 年はヤマコウモリを発見した年で，データを取り始め

た 9 月から 10 月の調査間隔が大きかった（表１）．そのため

集合時の個体数のピークは記録できていないと判断した．各

月を 3 つに区切り，スリット条件ごとの 4 越冬期の平均個体

図2．調査地とスリット位置． 
（白矢印はスリットの位置を示す，A：幅の狭いスリットSs側，B：幅の狭いスリットSn側，C：幅の広いスリットLs側，D：幅の広いスリットLs側） 
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数を表２に，その推移を図3に示す． 

越冬地への集合は 9 月上旬から始まり，10 月から 11 月に

かけてピークとなる．各越冬期の最大個体数は2012年4月19

日の144個体，2012年10月14日の230個体，2013年11月1

日の173個体，2014年10月26日の203個体であった（表1）． 

その後 2 月にかけて個体数が減少した後，増加に転じて 3 月

から4月にかけての2つめのピークを迎える．5月上旬からは

すべてのねぐらで個体数が減少し，6月には越冬地からの離散

が完了した（図3）． 

 

（２）スリットの利用 

ヤマコウモリは32個のスリットに均一に集まることは無く，

Lsへの集中が見られた．Lsへの集中度を（Lsの個体数／調査

地全体の個体数）×100 で求めたところ，2012 年 10 月 14 日

が77％，2013年11月1日は67.6％，2014年10月26日は70.4％

であった．11月上旬から1・2月にかけて調査地全体の個体数

が減少するなかで，Lsの減少はとりわけ大きく，集中度は2012

年から2015年の平均で21.5％に低下した． 

2012年4月28日および2014年4月29日は幅の狭いSsの

調査を，2015年は4月下旬の調査を行わなかったが，Lsへの

集中度は2012年4月28日が96％，2013年4月20日が67.1％，

2014年4月29日が99.1％，2015年4月12日が57.7％であっ

た．全期間を通してのスリット当りの平均個体数は，幅の狭

いスリットではSnが1.61±1.06，Ssが0.05±0.05で，北側の

方が多かったが，幅の広いスリットではLnが2.56±1.58，Ls

が 41.84±35.85 と，反対の結果になった（表 2）．

表1．調査日とスリット別の確認個体数． 
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11月上旬から2月上旬までの期間，気温の低下に伴ってLs

の平均個体数は95.78頭から8.34頭にまで減少した．Snでも

1スリット当りの平均個体数は2.93 頭から1.53頭に減少して

いる（図3）．最低気温が5 ℃を超え始める3月下旬から4月

下旬にかけてLsの平均個体数は36.58頭から103.67頭に増加

していたが，Snでは2.71頭から2.47頭へと若干減少した（図

3，表2）． 

 

考  察 

 

本調査地はヤマコウモリが越冬期を中心に約 9 カ月間に渡

って利用している．ヤマコウモリは 9 月上旬から調査地に集

結し，10 月中下旬にピークを迎え，厳冬期には減少し，3 月

下旬からは再び集結し，5月上旬から下旬にかけて離散してい

った．ヤマコウモリの越冬地での集散については札幌市での

調査がある（前田，1973）．札幌では秋から翌春にかけて雌雄

混合のコロニーが比較的大きな樹洞に作られ，そのまま夏季

に出産哺育が行われており，本調査地のように秋と春の２回，

特定のねぐらに集結することは報告されていない． 

幅の狭いSn とSs は9 月中旬から6 月上旬までの越冬期間

で，1 スリット当りの利用個体数に差が見られた（表 2）．佐

藤ほか（2013）による埼玉県内の上越新幹線高架下での調査

では，ヤマコウモリが北側のスリットで冬眠している場合が

多く，1月の日中の気温が北側で3.9 ℃，南側は9.4 ℃と5.5 ℃

の差があったことが報告されている．本調査ではスリット内

の気温計測は行っていないが，Ss は日射が直接スリットに入

り込んでいる可能性が高く，昼夜の気温の変化が大きいため

に冬眠から覚睡して他へ移動している可能性が考えられる．

日中も日陰となり，１日を通して気温の変化が少ないことが

越冬場所の選択条件となっている可能性が考えられる．しか

し東西に伸長するLn とLs では，1 月上旬から 2 月中旬の厳

冬期においても南側の Ls の個体数（14.8±6.5）が北側の Ls

（3.08±0.69）よりも多かった．これは斜路の厚いコンクリー

トが日射を遮ることで，南側でも低温に保たれていた可能性

があるが，温度と照度が越冬個体に与える影響については精

査が必要である． 

Ls に越冬の前後に集結することは越冬以外の目的が考えら

れる．一般に日本国内に生息している温帯性のコウモリは秋

に交尾を行う（松村，1988；船越，1991；佐野，2008；Altringham，

2011など）．交尾はまず雌雄混成の群れ（swarming）が形成さ

れ，その中で行われると考えられている（Altringham，2011）．

この群れが形成される場所はスワーミングサイトと称され

（Parsons et.al, 2003），海外では洞穴類を利用する例や，そこ

をそのまま越冬地として利用する例も報告されている

（Parsons ＆ Jones，2003；Rivers，et.al, 2006; Godlevskaya, 

2007；Piksa, 2008；Vintulis ＆ Suba, 2010；Pocora et.al，2012；

Furmankiewicz ＆ Altringham, 2007）．本調査地のヤマコウモリ

が秋に特定のスリットに集合しているのはスワーミングサイ

トとして利用している可能性がある．しかし，初春から初夏

にかけてはスワーミングサイトを作ったという報告はないた

め，この時期に特定のスリットに集結している理由は分から

ない．ひとつの可能性として，効率的な採餌のためと考えら

れる．勝田ほか（2014）による本調査地での糞分析結果から，

4 月には本種の餌に占める水生昆虫の割合が高いことが報告

されている．本調査地の南約 2 ㎞には荒川が流れており，そ

の採餌場所へ効率良く出帰巣するために幅が広くて川に近い

南側のLsスリットに集結している可能性が考えられる． 

表2．1スリット当りの月旬別平均個体数． 
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越冬の前後に特定のスリットに集合する理由を解明するた

めには，集団を構成する個体の状態（年齢，性別，性成熟度，

性比）などの調査と，ねぐらの詳細な構造や内部気温，周辺

の構造物の温度変化などを計測もする必要がある． 

また，越冬地への帰還性やスリット間の移動，寿命を調べ

るためには個体標識も必要である． 

調査地ではヤマコウモリが去った 5 月から 8 月にヒナコウ

モリVespertilio sinensis が利用しており，出産哺育期における

最大個体数は1,000 頭を超える（大沢ほか，2013）．さらに周

辺のスリットではアブラコウモリ Pipistrellus abramus も出産

哺育および越冬を行っている（大沢ほか，2015）．これは生態

的知見が少ないヤマコウモリの情報が得られるだけでなく，3

種類のコウモリ類の種間関係など生態学的にも大変興味深い

地域であると同時に生息地保全上の観点からも重要と言える． 
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